
mmピッチの端子のはんだ付けにも使えます．
0.4 mmピッチ以下の端子をはんだ付けするときはCS
－31（太洋電機産業）を使います．

②はんだこて台
　こて先は300 ℃を超えるので，安全に作業するため
に写真3（a）に示すようなこて台を使います．何回か
はんだ付けをすると，こて先が酸化被膜などで汚れて
きて，不良はんだの原因になります．水を含んだスポ
ンジにこて先をこすりつけてきれいにしておきます．

③はんだ
　表面実装などの高密度部品に対してはφ0.4 mm以
下，リード線タイプの部品にはφ0.6～φ1.2 mmのは
んだを使います．高密度部品に太いはんだを使うと，

　拡張コネクタP1～P4は，Arduino UNOと同じレイ
アウトなので，でき合いの拡張ボード「シールド」を装
着できます．基板の上側にシールドをスタックして使
うので，IoT Expressに実装する部品の高さはすべて
10 mm以下にしてください．

● 回路
　図3にIoT Expressの回路図を示します．表3に実
装部品を示します．拡張コネクタP1～P4の端子数の
制約により，ESP－WROOM－32の17～22番端子（SD0
～3，CMD，CLK端子）は開放状態になっています．
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①はんだこて
　IoT Expressのように静電気破壊に弱く高密度な部
品を実装するときは，工具選びが重要です．
　はんだこてはセラミック・ヒータを使った静電気対
策品の高絶縁タイプを使います．ホーム・センタなど
で売られているニクロム・ヒータを使った廉価品は，
絶縁抵抗が小さくICなどが簡単に壊れるので，使わ
ないでください．直流で使用できるはんだこてが理想
的ですが，非常に高価で入手しづらいです．
　私は写真2のAC100 V，70 W出力の温度調整式の
PX－238（太洋電機産業，廃番品で2017年9月現在は
PX－338）を使っています．太めのこて先ですが，0.5

表3　IoT Expressプリント基板に実装する部品
製作用の部品一式はaitendoにて発売中

配線番号 品　名 型名・仕様 数量 備　考
U1 Wi－Fiモジュール ESP－WROOM－32 1 －

U3 電源IC
TA48M033
※ 外部回路にも電源を供給するときは
TA48033F（1A品）などに変更する

1 －

D2 ショットキー・バリア・ダイオード 11EQS03L，1S3，1N5817など 1 －
R4，R9

抵抗

470，1/6 W 2 －
R7，R10，R11 1 kΩ，1/6 W 3 －
R6，R8 10 kΩ，1/6 W 2 －
R1，R2，R3，R5 47 kΩ，1/6 W 4 －
C3，C6

積層セラミック・コンデンサ
1000 pF 2 ピン間5 mm

C1，C5 0.1μF 2 ピン間5 mm
C7 1μF 1 ピン間5 mm
C9

アルミ電解コンデンサ

10μF，10 V 1 高さ10 mm以下
C8 47μF，6.3 V 1 高さ10 mm以下

C2，C4
100μF，6.3 V
（OS－CON） 2 高さ10 mm以下

D3 赤色LED OSR5JA3Z74Aなど 1 φ3
D1 黄緑色LED OSG8HA3Z74Aなど 1 φ3
SP1 圧電ブザー PKM13EPYH4000－A0 1 φ13，ピン間5 mm
J1 microSDカード・ソケット DM3AT－SF－PEJM5 1 －

U2 USBシリアル変換モジュール
例：U2UART231P42
※ aitendoより固定ピン付きの専用品を
発売中

1 －

BOOT，RST タクト・スイッチ － 2 －

CS－31（太陽電機産業）
0.4mmピッチ以下の端子をはんだ付けするときに使う

PX－238（太陽電機産業）
温度調整機能付き

写真2　基板を組み立てるときに使った私のはんだこて
ESP－WROOM－32のように静電気破壊に弱く高密度な部品を実装する
ときはセラミック・ヒータを使った静電気対策品の高絶縁タイプを使う
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